
第
22
回

学
祖
・
下
田
歌
子
展

―

実
践
女
学
校
と
姉
妹
校―



3 2

ご
あ
い
さ
つ

　
実
践
女
子
学
園
の
創
立
者
で
あ
る
下
田
歌
子
（
一
八
五
四
―
一
九
三
六
）
は
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
八
月

八
日
、
美
濃
国
岩
村
（
現
在
の
岐
阜
県
恵
那
市
岩
村
町
）
に
、
岩
村
藩
士
平
尾
鍒じ
ゅ
う

蔵ぞ
う

と
妻
、
房ふ
さ

の
長
女
と
し
て
生

ま
れ
、
幼
名
を
鉐せ
き

と
い
い
ま
し
た
。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
父
鍒
蔵
が
明
治
政
府
よ
り
召
し
出
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
鉐
も
翌
年
単
身
上
京
し
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
宮
中
に
出
仕
し
ま
す
。
和
歌
の
才
能
を
評
価
さ
れ
、

皇
后
（
後
の
昭
憲
皇
太
后
）
か
ら
「
歌
子
」
の
名
を
賜
り
、以
後
「
歌
子
」
を
名
乗
り
ま
す
。
宮
中
を
辞
し
た
後
、

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
私
塾
、
桃
夭
学
校
を
創
設
し
、
政
府
高
官
た
ち
の
妻
や
娘
た
ち
の
教
育
に
あ
た
り

ま
し
た
。
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
皇
后
の
命
に
よ
り
華
族
女
学
校
が
開
設
さ
れ
る
と
幹
事
兼
教
授
に
任
ぜ

ら
れ
、
翌
年
に
は
華
族
女
学
校
学
監
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
明
治
二
十
六
年
か
ら
二
十
八
年
（
一
八
九
三
―
一
八
九
五
）
に
欧
米
八
カ
国
を
視
察
し
た
下
田
は
、
国
家
興
隆

の
基
盤
は
女
子
教
育
に
あ
る
と
考
え
、
殊
に
一
般
の
女
性
た
ち
の
地
位
向
上
と
生
活
改
善
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
し
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）、
帝
国
婦
人
協
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
教
育
部
門
と
し

て
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
五
月
に
現
在
の
千
代
田
区
麹
町
一
丁
目
に
実
践
女
学
校
お
よ
び
女
子
工
芸
学
校

を
開
設
し
ま
し
た
。
入
学
者
が
多
く
校
舎
が
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、
皇
室
の
御
料
地
で
あ
っ
た
渋
谷
常
磐
松
町
を

借
用
し
、
新
校
舎
を
建
設
し
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
四
月
、
現
在
の
実
践
女
子
学
園
中
学
校
・
高
等
学

校
の
所
在
地
へ
と
移
転
し
ま
し
た
。

　
第
二
十
二
回
学
祖
・
下
田
歌
子
展
で
は
、
実
践
女
学
校
の
設
立
か
ら
発
展
、
そ
し
て
今
年
か
ら
ち
ょ
う
ど
百
年

前
に
あ
た
る
関
東
大
震
災
の
前
後
の
実
践
女
学
校
に
関
す
る
資
料
を
展
示
し
、
下
田
が
関
わ
っ
た
姉
妹
校
に
つ
い

て
も
取
り
上
げ
ま
す
。

二
〇
二
三
年
四
月

実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
資
料
館
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No. 

6
帝て

い

國こ
く

婦ふ

人じ
ん

協き
ょ
う

會か
い

教き
ょ
う

育い
く

門も
ん

所し
ょ

轄か
つ

學が
っ

校こ
う

規き

則そ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

附
つ
け
た
り
　

寄き

宿し
ゅ
く

舎し
ゃ

規き

則そ
く

帝て
い

國こ
く

婦ふ

人じ
ん

協き
ょ
う

會か
い

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）

一
冊

二
二
・
五
×
一
五
・
一
cm

出
納
番
号
：4852-1

No. 

7
名め

い

誉よ

會か
い

員い
ん

名め
い

簿ぼ　

第
七
号

［
帝て

い

國こ
く

婦ふ

人じ
ん

協き
ょ
う

会か
い

］

［
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）］

一
冊

三
一
・
九
×
二
二
・
七
cm

出
納
番
号
：4801

No. 

8
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

書し
ょ

簡か
ん　

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

宛あ
て

渋し
ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

（
一
八
四
〇
―
一
九
三
一
）

［
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）］

一
通

二
二
・
四
×
三
〇
・
一
cm

出
納
番
号
：0723

No. 

9
初し

ょ

期き

の
校こ

う

服ふ
く

を
着

ち
ゃ
く

用よ
う

し
た
生せ

い

徒と

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）

一
冊

八
・
八
×
五
・
八
cm

出
納
番
号
：1864

　

本
資
料
は
帝
国
婦
人
協
会
が
開
設
し
た
実
践
女
学
校
と
付

属
慈
善
女
学
校
、
お
よ
び
女
子
工
芸
学
校
と
付
属
下
婢
養
成

所
の
四
校
に
関
す
る
規
則
と
、
寄
宿
舎
に
関
す
る
規
則
を
記

し
た
も
の
で
す
。
慈
善
女
学
校
の
総
則
第
二
条
に
は
、「
本

校
は
孤
獨
貧
困
な
る
女
子
を
教
育
し
て
之
に
自
活
の
道
を
授

く
る
所
と
す
」
と
あ
り
、
下
田
が
恵
ま
れ
な
い
階
層
の
女
子

へ
も
、
広
く
教
育
を
行
お
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま

す
。（
T
）

　

寄
付
者
に
は
、
渋
沢
栄
一
（
一
八
四
〇
―
一
九
三
一
）
な

ど
政
財
界
の
ほ
か
、
仏
教
関
係
者
な
ど
幅
広
い
著
名
人
が
名

を
連
ね
て
い
ま
す
。（
O
）

　

渋
沢
栄
一
が
下
田
歌
子
へ
宛
て
て
出
し
た
手
紙
で
す
。
帝

国
婦
人
協
会
へ
の
加
盟
依
頼
を
受
け
、
そ
の
仲
間
に
加
わ
っ

た
こ
と
、
ま
た
年
内
は
日
も
な
く
難
し
い
の
で
、
春
ご
ろ
に

会
い
た
い
旨
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。（
T
）

　

台
紙
の
裏
面
に
、「
川
幡
清
子　

大
正
四
年
四
月
高
女
一

年
に
入
学
」
と
ペ
ン
で
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
頃
に
撮
影
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
実
践
女
学
校
で
は
開
校
当
初

か
ら
制
服
を
導
入
し
て
お
り
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）

に
制
服
が
改
定
さ
れ
る
ま
で
、
本
資
料
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

授
業
服
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
授
業
服
は
、
在
校

生
が
毎
年
新
入
生
の
た
め
に
、
縫
っ
て
贈
る
と
い
う
慣
習
が

あ
り
ま
し
た
。（
T
）

【
参
考
文
献
】

『
実�

践
女
子
学
園
一
〇
〇
年
史
』（
実
践
女
子
学
園
、
平
成
十
三
年

三
月
）

【
翻
刻
】

　

華
翰
拝
見
申
候
然
ら
ば
帝
國
婦
人
協
會
御
設
立
以
／
來
容
易
な
ら

ざ
る
御
盡
力
に
て
追
々
其
事
務
も
御
取
／
運
相
成
候
由
邦
家
の
為
御

勤
労
の
段
拝
謝
の
至
に
候
／
就
て
小
生
に
も
御
加
盟
の
事
先
頃
來
貴

价
を
以
て
御
／
申
越
に
付
寸
志
ま
で
御
仲
間
入
い
た
し
候
儀
に
候

又
其
中
拝
眉
の
儀
は
從
是
も
相
願
候
へ
共
年
内
は
餘
／
日
も
無
之
候

に
付
御
都
合
次
第
春
に
相
成
候
後
に
相
／
願
度
候
只
折
角
教
育
事
務

に
付
て
は
何
卆
不
相
替
御
／
精
勵
の
程
願
上
候
右
拝
復
旁
一
書
得
貴

意
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匆
々
不
備

　
　

十
二
月
十
五
日　
　

澁
澤　

栄
一

　

下
田
歌
子
様

No. 

11
と
き
は
な
る
色い

ろ

も
深ふ

か

め
て
…

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

［
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）］

絹
本
墨
書

一
面

三
三
・
三
×
九
九
・
一
cm

出
納
番
号
：3005

No. 

12
短た

ん

冊ざ
く

帖じ
ょ
う

　
　
（
下し

も

田だ

校こ
う

長ち
ょ
うの

従じ
ゅ

三さ
ん

位み

を
こ
と
ほ
ぎ
ま
つ
り
て
）

実じ
っ

践せ
ん

女じ
ょ

学が
っ

校こ
う

生せ
い

徒と

有ゆ
う

志し

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）

一
帖

三
九
・
五
×
一
八
・
四
cm

出
納
番
号
：1186

No. 

13
実じ

っ

践せ
ん

女じ
ょ

学が
っ

校こ
う

創そ
う

立り
つ

十じ
ゅ
っ

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）

一
枚

一
〇
・
四
×
一
四
・
八
cm

出
納
番
号
：2791

　

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
四
月
に
従
三
位
と
な
り
、

同
年
九
月
に
実
践
女
学
校
を
財
団
法
人
と
し
ま
し
た
。
和
歌

に
位
階
を
入
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
年
に
書

か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。生
徒
を
姫
松
に
た
と
え
て
、

日
本
女
性
が
、
こ
と
く
さ
（
外
国
）
に
負
け
な
い
く
ら
い
活

躍
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
を
込
め
た
歌
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
O
）

　

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
従
三
位
に
昇
勲
さ
れ
た
お

祝
い
と
し
て
、生
徒
が
和
歌
を
詠
ん
で
、短
冊
帖
と
し
て
贈
っ

た
も
の
で
す
。（
O
）

　

下
田
歌
子
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
暮
れ
に
、
華

族
女
学
校
（
学
習
院
女
子
部
）
の
職
を
辞
し
、
実
践
女
学
校

の
教
育
に
専
念
し
ま
す
。
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
四

月
に
は
、
実
践
女
学
校
附
属
幼
稚
園
を
設
立
し
、
翌
年
、
創

立
十
周
年
の
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。（
O
）

No. 

14
実じ

っ

践せ
ん

女じ
ょ

学が
っ

校こ
う

創そ
う

立り
つ

十じ
ゅ
っ

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

絵え

葉は

書が
き

帝て
い

国こ
く

婦ふ

人じ
ん

協き
ょ
う

会か
い

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）

一
枚

一
四
・
〇
×
九
・
〇
cm

出
納
番
号
：1040

　

桜
紋
を
あ
し
ら
っ
た
紅
白
の
幕
を
懸
け
、
青
々
と
葉
を
繁

ら
せ
た
松
の
木
の
下
で
、
下
田
歌
子
が
詠
ん
だ
祝
歌
「
は
や

十
か
へ
り
の
春
を
へ
し　

柳
桜
の
花
の
そ
の　

か
ら
も
や
ま

と
も
こ
き
ま
せ
て　

織
れ
や
心
の
あ
や
錦
」
を
掲
げ
持
つ
女

学
生
が
描
か
れ
ま
す
。
松
の
木
と
紅
白
の
幕
に
表
さ
れ
た
桜

紋
に
は
エ
ン
ボ
ス
加
工
が
施
さ
れ
、
桜
紋
の
上
に
は
紫
色
の

イ
ン
ク
で
、「
實
踐
女
學
校
十
週
年
紀
念　

42　

3.27

」
と

記
さ
れ
た
桜
花
形
の
記
念
ス
タ
ン
プ
が
捺
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
絵
葉
書
を
作
成
し
た
桜
同
窓
会
の
臨
時
会
計
報
告
書

に
よ
れ
ば
、「
絵
葉
書
代
及
ス
タ
ン
プ
並
ニ
原
板
料
」
が
金

四
〇
四
円
二
十
五
銭
で
、
売
り
上
げ
金
額
は
金
二
二
〇
円

七
十
三
銭
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
女
学
生
が
着
て
い
る

灰
色
の
着
物
は
、
当
時
の
実
践
女
学
校
の
制
服
で
す
。

【
参
考
文
献
】

『
実
践
女
子
学
園
一
〇
〇
年
史
』（
実
践
女
子
学
園
、
平
成

十
三
年
三
月
）

No. 

16
日に

ち

英え
い

博は
く

覧ら
ん

会か
い

提て
い

出し
ゅ
つ

書し
ょ

類る
い

草そ
う

稿こ
う

実じ
っ

践せ
ん

女じ
ょ

学が
っ

校こ
う

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）

一
式

出
納
番
号
：0593

　

日
英
博
覧
会
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）

五
月
十
四
日
～
十
月
二
十
九
日
の
期
間
、
ロ
ン
ド

ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
期
中
の
入
場
者
は

六
〇
〇
万
人
に
の
ぼ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
閉
会
し
ま

し
た
。
絵
画
、彫
刻
、工
芸
関
係
な
ど
の
美
術
品
か
ら
、

絹
製
品
、
刺
繍
な
ど
の
繊
維
製
品
、
紙
、
印
刷
な
ど

日
本
の
技
術
の
粋
を
集
め
た
も
の
が
数
多
く
出
品
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
資
料
は
本
学
生
徒
の
製
作
物
が
出

品
さ
れ
た
際
の
提
出
書
類
で
す
。（
O
）

No. 

17
日に

ち

英え
い

博は
く

覧ら
ん

会か
い

出し
ゅ
っ

品ぴ
ん

に
関か

ん

す
る
文ぶ

ん

書し
ょ

日に
ち

英え
い

博は
く

覧ら
ん

会か
い

事じ

務む

局き
ょ
く

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）

一
式

出
納
番
号
：0594

　
『
日
英
博
覧
会
受
賞
人
名
録
』（
日
英
博
覧
会
事
務

局
編
、明
治
四
十
三
年
）
に
よ
る
と
、実
践
女
学
校
は
、

婦
人
部　

教
育
部
門
で
、
女
子
英
学
塾
（
後
の
津
田

塾
大
学
）
な
ど
と
並
ん
で
、
金
賞
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。（
O
）
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No. 

18
震し

ん

火か

災さ
い

に
就つ

き
て
の
注

ち
ゅ
う

意い

と
覚か

く

悟ご

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）

一
冊

二
六
・
四
×
一
八
・
六
cm

出
納
番
号
：0172

　

地
震
の
場
合
は
、
動
揺
せ
ず
に
状
況
を

見
な
が
ら
沈
着
に
行
動
す
る
。
火
が
燃
え

移
ら
な
い
軽
い
籠
を
背
負
い
、
事
前
に
決

め
て
お
い
た
場
所
に
避
難
す
る
な
ど
、
具

体
的
な
話
を
、
江
戸
時
代
や
イ
ギ
リ
ス

の
例
を
交
え
な
が
ら
講
演
し
て
い
ま
す
。

（
O
） 第

二
章　

関
東
大
震
災
で
の
実
践
女
学
校

　

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
で
は
、
下
田
歌
子
は
愛
国
婦
人
会
会
長
と
し
て
被
災
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。「
震
災

臨
時
救
護
班
」
を
組
織
し
、
地
方
各
支
部
へ
救
護
金
品
の
募
集
を
打
電
、
本
部
事
務
所
を
開
放
し
て
、
罹
災
者
を
収
容
す
る
と
と
も
に
、
医
療
活
動
、
周
辺

住
民
へ
の
炊
き
出
し
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

実
践
女
学
校
は
奇
跡
的
に
も
関
東
大
震
災
の
被
害
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
教
職
員
、
生
徒
の
一
部
に
は
家
が
焼
失
し
た
り
、
死
亡
し
た
り
し

た
も
の
も
お
り
、
そ
の
亡
く
な
っ
た
生
徒
三
名
に
対
し
、
十
一
月
一
日
校
庭
に
て
慰
霊
祭
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
震
災
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、

校
舎
が
焼
失
し
た
大
妻
高
等
女
学
校
か
ら
本
校
へ
の
教
室
借
用
依
頼
を
快
く
承
諾
し
、
九
月
二
十
五
日
に
移
転
し
て
き
た
こ
と
が
、『
な
よ
竹
』
十
二
号
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
日
に
本
校
の
授
業
も
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
と
そ
れ
に

伴
う
火
災
を
、
下
田
歌
子
は
「
天
の
譴
責
」
す
な
わ
ち
近
代
化
に
よ
る
科
学
の

発
展
や
知
識
の
進
歩
に
よ
り
、
自
分
た
ち
は
利
口
だ
と
思
い
あ
が
っ
た
人
間
に

対
す
る
戒
め
だ
と
説
き
ま
し
た
。
そ
し
て
多
く
の
人
が
万
能
だ
と
思
い
込
ん
で

い
た
科
学
は
今
回
の
地
震
を
予
知
で
き
ず
、
自
ら
の
愚
か
さ
に
目
を
つ
ぶ
っ
て

い
た
人
々
は
、
当
然
す
べ
き
注
意
を
怠
っ
て
い
た
と
指
摘
し
ま
す
。
昔
は
新
し

く
家
を
建
て
た
り
、引
っ
越
し
た
り
し
た
際
に
、真
っ
先
に
地
震
や
火
事
が
あ
っ

た
と
き
の
避
難
経
路
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
の
に
、
今
の
人
は
そ
う
し
た
こ
と

を
考
え
ず
、
ま
た
江
戸
の
家
々
に
は
そ
れ
ぞ
れ
天
水
桶
と
い
う
防
火
用
水
の
準

備
が
あ
っ
た
の
に
、
こ
れ
も
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
は
水
道
が
ま
だ

不
完
全
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
井
戸
を
埋
め
て
し
ま
っ
た
が
た
め
に
飲
み

水
が
不
足
し
た
…
。
下
田
は
こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
例
を
挙
げ
、「
そ
れ

が
分
つ
た
ら
、
今
度
は
し
つ
か
り
し
て
、
う
ん
と
覚
悟
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、

そ
れ
を
昔
の
人
は
馬
鹿
だ
等
と
思
つ
て
、
馬
鹿
に
し
た
か
ら
、
今
日
こ
ん
な
酷

い
目
に
遭
つ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
注
意
丈
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え

て
い
ま
す
。

【
翻
刻
】

謹
啓
今
回
之
大
震
火
災
ニ
付
／
御
被
害
候
事
と
痛
心
ニ
不
堪
／
早
速

御
見
舞
申
上
度
と
焦
り
／
候
へ
ど
も
交
通
杜
絶
加
之
に
／
本
校
職
員

に
も
数
名
之
／
罹
災
者
有
之
生
徒
の
罹
／
災
は
ま
だ
全
部
之
調
査
／

つ
き
か
ね
候
へ
ど
も
少
数
死
者
も
／
有
之
候
由
ニ
心
外
之
御
無
沙
／

汰
不
本
意
此
の
こ
と
ニ
御
座
候
／
其
後
引
続
き
諸
事
／
混
乱
之
折
柄

遅
延
之
情
／
御
海
容
被
下
度
候
尚
當
校
／
の
擴
張
後
援
会
事
務
所
ハ

／
被
害
も
少
な
く
候
間
御
安
心
／
被
成
下
度
候
先
ハ
御
見
舞
／
を
か

ね
御
報
の
ミ
匆
々
敬
具

　

大
正
十
二
年
九
月
廿
日

　
　

実
践
女
学
校
長
下
田
歌
子

床
次
竹
二
郎
殿

［
封
筒
表
］

麻
布
区
三
河
臺
町
一
四

　
　

床
次
竹
二
郎
殿

［
封
筒
裏
］

　

下
澁
谷

〆　

実
践
女
学
校
長
下
田
歌
子

No. 

19
下し

も

田だ

歌う
た

子こ

差さ
し

出だ
し

書し
ょ

簡か
ん　

床と
こ

次な
み

竹た
け

二じ

郎ろ
う

宛あ
て

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
二
十
日
付

一
巻

書
簡
：
一
八
・
六
×
七
七
・
〇
cm

封
筒
：
一
八
・
六
×
一
六
・
八
cm

出
納
番
号
：4589

　

床
次
竹
二
郎
は
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九

月
に
発
足
し
た
官
民
合
同
の
「
震
災
救
護
会
」
の
委

員
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
実
践
女
学
校
拡
張
後
援
会

の
顧
問
に
も
就
任
し
て
い
る
関
係
で
、
下
田
歌
子
と

は
親
し
い
関
係
で
し
た
。
そ
の
た
め
実
践
女
学
校
の

罹
災
状
況
に
つ
い
て
、
下
田
校
長
名
で
出
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。（
O
）

No. 

20
三み

善よ
し

千ち

代よ

子こ

書し
ょ

簡か
ん　

坂さ
か

寄よ
り

美み

都つ

子こ

宛あ
て

三み

善よ
し

千ち

代よ

子こ

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
十
月
七
日
付

一
通

本
紙
：
一
八
・
四
×
一
三
〇
・
二
cm

封
筒
：
一
九
・
七
×
七
・
七
cm

出
納
番
号
：0922

　

関
東
大
震
災
直
後
の
下
田
歌
子
の
救
恤
活
動
に
つ
い
て
の

所
感
、
日
光
の
御
用
邸
に
滞
在
中
の
天
皇
、
皇
后
の
震
災
被

災
者
へ
の
ご
心
痛
、
東
京
の
皇
室
内
で
の
救
済
活
動
の
様
子

【
翻
刻
】

時
下
俄
に
秋
冷
相
加
は
り
申
候
處
／
美
都
子
様
に
は
何
の
御
障
り
も

／
お
は
し
ま
さ
す
候
御
事
何
よ
り
の
／
御
事
と
／
御
よ
ろ
こ
ひ
申
上

候
さ
て
も
こ
の
度
の
／
大
震
災
大
火
災
は
実
に
前
古
未
／
曽
有
の
事

に
て
其
惨
状
承
つ
る
／
た
に
／
物
す
こ
く
お
そ
ろ
し
く
誠
に
痛
心
の

／
極
に
御
座
候
／
両
陛
下
摂
政
宮
殿
下
各
皇
子
殿
下
に
は
／
何
等
御

異
状
あ
ら
せ
ら
れ
す
候
御
事
／
誠
に
有
難
き
御
事
ニ
御
座
候
／
さ
り

な
か
ら
／
皇
族
様
か
た
こ
の
震
災
の
為
薨
去
／
被
遊
候
御
事
何
と
も

申
上
様
も
御
座
な
く
／
恐
懼
の
至
り
に
御
座
候
／
御
前
様
御
邸
宅
は

以
前
は
神
田
ニ
／
あ
ら
せ
ら
れ
候
や
う
記
憶
致
し
居
候
が
／
こ
の
度

御
罹
災
如
何
な
り
し
か
と
／
御
案
し
申
上
な
か
ら
御
無
沙
た
申
上
／

御
ゆ
る
し
願
上
候
過
日
ハ
／
下
田
先
生
へ
御
こ
と
つ
け
頂
き
新
聞
／

御
廻
し
戴
き
有
難
く
こ
の
度
は
／
愛
国
婦
人
會
に
て
も
日
夜
一
方
な

ら
ぬ
／
御
奮
闘
の
よ
し
か
ね
て
新
聞
其
他
に
て
／
う
け
た
ま
は
り
誠

に
有
難
き
事
と
／
存
し
御
健
全
と
ハ
申
せ
先
生
に
ハ
／
何
分
御
老
体

の
御
事
一
層
御
案
し
申
上
候
處
／
過
日
／
后
皇
陛
下
還
御
の
節
御
参

内
の
折
も
／
な
か
〳
〵
御
元
気
に
御
座
候
ひ
し
由
／
当
地
へ
行
啓
後

親
し
く
伺
ひ
誠
ニ
／
心
強
く
お
ほ
え
申
候
と
ゝ
も
に
い
つ
も
な
か
ら

／
の
御
努
力
感
佩
の
至
り
に
御
座
候
／
実
践
女
学
校
に
て
も
婦
人
會

よ
り
の
／
寄
贈
の
／
衣
服
裁
縫
の
た
め
非
常
の
／
御
多
忙
ニ
／
在
し

候
よ
し
誠
に
ご
苦
労
様
な
る
／
御
事
と
／
存
し
上
候
宮
城
に
て
も
御

留
守
の
人
々
ハ
／
出
来
得
る
か
き
り
裁
縫
も
致
さ
れ
私
共
ハ
／
何
分

供
奉
中
の
事
心
な
ら
ず
も
／
留
守
の
家
来
ニ
／
申
付
候
事
ニ
御
座
候

愛
国
婦
人
會
か
／
近
来
目
立
ち
て
評
判
よ
ろ
し
く
／
全
く
下
田
先
生

の
御
就
任
の
結
果
と
／
存
し
実
に
〳
〵
嬉
し
く
有
難
く
／
私
共
ま
て

／
肩
身
廣
き
や
う
存
し
ら
れ
申
候
／
扨
昼
夜
御
多
忙
御
安
ら
か
に
御

ね
ふ
り
も
／
遊
は
し
か
ね
候
御
中
お
そ
れ
入
候
へ
と
も
／
同
級
の

を
女
官
の
立
場
か
ら
書
き
送
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
実
践

の
同
窓
生
の
安
否
確
認
に
も
ふ
れ
て
い
ま
す
。
三
善
千
代
子

は
、
貞
明
皇
后
付
き
の
女
官
（
権
命
婦
）
と
し
て
務
め
、
昭

和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
は
皇
太
后
付
と
し
て
、
命
婦
に
昇

進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
坂
寄
美
都
子
は
、
清
国
留
学
生
部

の
舎
監
を
務
め
、
長
く
実
践
女
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
ま

す
。（
O
）

方
々
に
て
こ
の
度
の
火
災
に
／
御
か
ゝ
り
遊
し
候
御
方
様
被
為
入
候

や
／
別
た
ん
い
そ
き
申
さ
す
候
ま
し
／
御
承
知
の
／
御
方
様
の
御
住

居
も
御
報
願
ひ
度
よ
ろ
し
く
／
御
ね
か
ひ
申
上
ま
い
ら
せ
候　

先
ハ

延
引
／
な
か
ら
御
見
舞
を
か
ね
新
聞
の
御
礼
／
を
も
併
せ
て
申
入
ま

い
ら
せ
候

　
　
　
　
　
　
　
　

早
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
し
こ

十
月
七
日

三
善
千
代
子

坂
寄
美
都
子
様

　
　
　
　
　
　
　

御
も
と
に

［
封
筒
表
］

東
京
府
豊
多
摩
郡
渋
谷
町

　

実
践
女
学
校
内

坂
寄
美
都
子
様

　
　
　
　

御
直
披

［
消
印
］

日
□　

□.10.7　

□
□
‐
□

［
封
筒
裏
］

　
　
　
　

栃
木
縣
日
光
田
母
沢

封　
　

十
月
七
日　
　

御
用
邸　
　

に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
善
千
代
子
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第
三
章　

実
践
女
学
校
の
飛
躍

　

震
災
の
前
年
、
下
田
歌
子
は
女
子
教
育
の
最
高
機
関
と
し
て
女
子
大
学
設
立
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
十
一
月
の
『
開
校

三
十
年
記
念
式
に
お
け
る
下
田
校
長
講
演
』
に
よ
れ
ば
、「
大
正
十
一
年
の
春
、
清
浦
子
爵
、
水
野
氏
、
床
次
氏
な
ど
の
賛
助
を
得
て
、
将
来
わ
が
校

を
大
学
に
し
よ
う
と
、
大
胆
な
計
画
を
発
表
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
だ
い
ぶ
寄
附
金
募
集
に
も
着
手
致
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
た
ま
た
ま
大
正
十
二
年
、

関
東
大
震
災
と
い
う
大
打
撃
に
直
面
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
略
）
一
旦
発
表
し
た
以
上
無
理
で
も
な
ん
で
も
、
狭
隘
に
し
て
且
つ
不
完
全
な
校
舎
を
、

立
派
な
も
の
に
改
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。」
こ
の
よ
う
に
述
べ
、校
舎
の
新
設
と
、大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）、専
門
学
部
の
開
設
を
試
み
る
の
で
す
。

No. 

21
財ざ

い

團だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

私し

立り
つ

帝て
い

國こ
く

婦ふ

人じ
ん

協き
ょ
う

會か
い

實じ
っ

踐せ
ん

女じ
ょ

學が
っ

校こ
う

拡か
く

張ち
ょ
う

後こ
う

援え
ん

會か
い

寄き

附ふ

金き
ん

芳ほ
う

名め
い

櫻さ
く
ら

同ど
う

窓そ
う

會か
い

［
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）］

一
冊

二
一
・
九
×
一
四
・
八
cm

出
納
番
号
：0592

No. 

22
寄き

付ふ

金き
ん

領り
ょ
う

収し
ゅ
う

証し
ょ
う

実じ
っ

践せ
ん

女じ
ょ

学が
っ

校こ
う

拡か
く

張ち
ょ
う

部ぶ

後こ
う

援え
ん

会か
い

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
／
十
三
年
（
一
九
二
四
）

五
枚
綴
り

十
四
・
二
×
十
五
・
五
cm

出
納
番
号
：0366

No. 

23
第だ

い

一い
ち

鉄て
っ

筋き
ん

校こ
う

舎し
ゃ

落ら
く

成せ
い

記き

念ね
ん

絵え

葉は

書が
き

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）

六
枚
組

九
・
三
×
十
四
・
三
cm

出
納
番
号
：3015

　

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
、
下
田
歌
子
は
、
大
学
令

に
よ
る
女
子
大
学
昇
格
の
構
想
を
打
ち
出
し
ま
す
。
下
田
歌

子
は
、『
財
団
法
人
帝
国
婦
人
協
会
実
践
女
学
校
大
学
部
・

専
門
学
部
設
立
趣
意
書
』
の
中
で
「
本
邦
婦
人
の
最
高
学
府

を
開
い
て
、
単
に
若
き
女
性
の
知
識
欲
を
満
足
さ
せ
る
の
み

で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
精
神
教
育
の
基
礎
の
上
に
高
等
な
る
専

門
教
育
を
施
し
、
其
の
品
性
才
能
を
高
め
、
時
代
に
適
応
し

た
婦
人
を
養
成
し
、
以
て
欧
米
婦
人
に
も
歩
を
譲
ら
ぬ
迄
に

　

下
田
歌
子
は
、
二
年
に
わ
た
り
、
総
額
二
五
二
〇
円
の
寄

付
を
し
て
い
ま
す
。（
O
）

　

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
一
月
、
下
田
歌
子
が
目
指
し

た
高
等
教
育
機
関
と
し
て
専
門
学
部
が
開
校
し
ま
す
。
専
門

学
部
に
は
、
国
文
科
、
英
文
科
、
家
政
科
、
技
芸
科
を
設
置

し
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
に
、
第
一
鉄
筋
校
舎
が
完
成
し
、
そ

の
落
成
記
念
の
絵
葉
書
で
す
。（
O
）

No. 

24
実じ

っ

践せ
ん

女じ
ょ

学が
っ

校こ
う

旧き
ゅ
う

校こ
う

歌か

楽が
く

譜ふ

下し
も

田だ

歌う
た

子こ 

作
詞

澤さ
わ

田だ

孝こ
う

一い
ち

（
一
八
八
二
―
一
九
三
一
）
作
曲

明
治
時
代
後
期
～
昭
和
時
代
初
期

一
冊

二
七
・
六
×
二
〇
・
二
cm

出
納
番
号
：0687

　

実
践
女
学
校
の
校
歌
は
、
開
校
か
ら
五
年
後
の
明
治

三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
歌
詞
は
下

田
歌
子
が
つ
け
、
作
曲
は
当
時
、
東
京
音
楽
学
校
（
現
、
東

京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
）
を
卒
業
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
澤
田

孝
一
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
当
初
の
校
歌
は
本
資
料
に
あ
る

よ
う
に
、「
千
代
の
と
き
は
の
松
か
げ
に　

ひ
ら
く
学
び
の

窓
の
竹　

君
が
恵
の
露
う
け
て　

し
げ
れ
操
の
色
深
く
」
と

い
う
歌
詞
で
し
た
が
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
十
一
月
に

現
在
の
「
と
き
は
の
松
の
下
か
げ
に　

開
く
を
し
へ
の
に
は

桜　

君
が
め
ぐ
み
の
露
浴
び
て　

に
ほ
へ
や
し
ま
の
外
ま
で

も
」
に
改
詩
さ
れ
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
若
干
の
改
曲
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
改
定
は
、
旧
校
歌
の
「
良
妻
賢
母
調
を
一

変
さ
せ
、広
く
海
外
へ
視
野
を
拡
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
」（『
実

践
女
子
学
園
一
〇
〇
年
史
』）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
T
）

【
参
考
文
献
】

久�

保
貴
子
「
下
田
歌
子
と
音
楽
教
育
」（『
実
践
女
子
大
学
下
田
歌

子
記
念
女
性
総
合
研
究
所
年
報
』
第
六
号
、
令
和
二
年
三
月
）

越�

山
沙
千
子
「
実
践
女
子
学
園　

校
歌
に
関
す
る
研
究
」（『
実
践

女
子
大
学
下
田
歌
子
記
念
女
性
総
合
研
究
所
年
報
』
第
六
号
、

令
和
二
年
三
月
）

至
ら
し
め
た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
寄
付
金
募

集
に
も
着
手
し
ま
す
が
、
関
東
大
震
災
に
よ
り
、
女
子
大
学

構
想
は
頓
挫
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
学
校
拡
張
計
画

は
推
進
さ
れ
、
設
備
面
で
は
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）

二
月
に
は
実
科
高
等
女
学
校
の
校
舎
、
鉄
筋
四
階
建
て
の
新

校
舎
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
拡
張
後
援
会
会
長
に
は
、
蜂
須

賀
正
韶
侯
爵
、
顧
問
に
清
浦
奎
吾
、
渋
沢
栄
一
、
床
次
竹
次

郎
、犬
養
毅
な
ど
の
政
財
界
の
名
士
が
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

（
O
）

No. 

27
竹た

け

の
若わ

か

葉ば

実じ
っ

践せ
ん

女じ
ょ

学が
っ

校こ
う

文ぶ
ん

学が
く

部ぶ

編へ
ん

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）

一
冊

二
三
・
〇
×
一
五
・
五
cm

出
納
番
号
：911.16/J54

　

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
十
一
月
よ
り
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
十
月
ま
で
の
歌
会
秀
作
選
で
す
。（
O
）

No. 

28
競き

ょ
う

点て
ん

の
巻ま

き

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）

一
冊

二
八
・
〇
×
二
〇
・
四
cm

出
納
番
号
：2590

　

朱
筆
で
巻
末
に
総
合
評
価
を
記
し
て
い
ま
す
。文
末
に
は
、

「
昭
和
十
一
年
八
月
十
日　

病
点
者　

左
手
に
て
記
す
」
と

あ
り
、
下
田
歌
子
は
手
術
後
、
右
手
が
不
自
由
に
な
り
、
左

手
で
書
い
て
い
ま
す
。
同
年
十
月
八
日
に
逝
去
さ
れ
て
い
る

た
め
、
最
晩
年
の
詠
草
添
削
で
す
。（
O
）

No. 

29
～
31

短た
ん

冊ざ
く

帖じ
ょ
う　

校こ
う

長ち
ょ
うの

君き
み

の
古こ

希き

を
祝い

わ

ひ
ま
つ
り
て

実じ
っ

践せ
ん

女じ
ょ

学が
っ

校こ
う

生せ
い

徒と

有ゆ
う

志し

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）

各
一
冊

No.�

29
：
三
九
・
二
×
一
八
・
二
cm

No.�

30
：
三
九
・
四
×
一
八
・
三
cm

No.�

31
：
三
九
・
四
×
一
八
・
二
cm

出
納
番
号
：1351

～1353

　

こ
れ
ら
三
冊
の
短
冊
帖
は
、
下
田
歌
子
七
十
歳
の
古
希
の

祝
い
に
生
徒
有
志
が
和
歌
を
詠
ん
で
、
短
冊
帖
と
し
て
贈
っ

た
も
の
で
す
。（
O
）

No. 

26

「
竹た

け

の
若わ

か

葉ば

」
序じ

ょ

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）

七
枚
綴
り

二
一
・
一
×
一
四
・
九
cm

出
納
番
号
：0238

　
『
竹
の
若
葉
』
の
「
は
し
が
き
」
お
よ
び
「
凡
例
」
の
草

稿
で
す
。（
O
）
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第
四
章　

実
践
女
学
校
の
姉
妹
校

No. 

35
塚つ

か

本も
と

さ
と
子こ

宛あ
て

書し
ょ

簡か
ん

一い
ち

匿と
く

名め
い

女じ
ょ

子し

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
一
月
二
十
三
日
付

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
四
月
二
十
日
付

一
巻

一
匿
名
女
子
書
簡
：
一
六
・
四
×
一
四
七
・
四
cm

　
　
　
　
　

封
筒
：
一
九
・
四
×
一
五
・
三
cm

下
田
歌
子
書
簡
：
一
八
・
二
×
三
一
・
四
cm

　
　
　
　
　

封
筒
：
二
〇
・
一
×
一
六
・
一
cm

出
納
番
号
：3628

　

下
田
歌
子
の
学
校
創
設
の
講
演
会
を
聞
い
て
感
銘
を
受
け

た
女
性
か
ら
、
創
設
者
の
塚
本
さ
と
子
氏
へ
の
寄
付
と
と
も

に
送
ら
れ
た
書
簡
で
す
。
こ
の
書
簡
は
扁
額
に
装
丁
さ
れ
、

長
く
淡
海
女
学
校
の
校
内
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。（
O
）

【
翻
刻
】

［
一
匿
名
女
子
書
簡
］

時
節
柄
と
て
厳
敷
き
お
寒
／
さ
に
も
御
賢
婦
様
御
玉
體
／
ニ
ハ
ま
す

〳
〵
御
す
こ
や
か
に
／
わ
た
ら
せ
ら
れ
候
や
何
卆
／
御
保
養
御
大
切

に
御
い
と
ひ
下
／
さ
れ
度
ひ
た
す
ら
御
願
ひ
申
上
候
／
斯
く
申
上
る

不
妾
は
ま
こ
と
に
／
あ
は
れ
賤
け
き
身
な
が
ら
も
／
其
の
御
徳
高
き

御
賢
婦
／
様
の
御
心
を
お
慕
ひ
申
上
る
心
こ
そ
／
あ
さ
か
ら
ず
／
御

老
婦
様
を
わ
す
れ
兼
ね
つ
ゝ
／
有
る
者
に
御
座
候
ま
ゝ
余
り
／
せ
つ

な
る
思
ひ
の
や
る
瀬
な
く
／
遂
ニ
失
礼
を
か
へ
り
見
ず
麁
／
筆
を
呈

し
申
上
る
つ
ミ
ハ
／
幾
重
に
も
御
許
し
玉
は
り
度
候
／
御
賢
姥
様
な

ら
び
ニ
／
御
孝
子
様
の
御
も
よ
う
し
に
依
て
／
近
き
は
村
民
ひ
い
て

ハ
近
江
近
／
郷
の
人
々
其
の
御
名
も
高
き
／
二
先
生
様
の
お
話
し
を

承
わ
ら
せ
／
下
さ
い
ま
し
て
難
有
ふ
御
座
い
ま
し
た
／
昨
年
二
度
な

が
ら
拝
聴
致
し
／
ま
し
て
其
れ
か
ら
後
は
一
入
ニ
／
女
子
た
る
者
の

節
操
を
以
て
／
つ
と
む
る
に
外
な
ら
ず
と
存
じ
／
申
候
ま
ゝ
か
な
ら

ず
ひ
く
き
／
身
に
あ
る
不
妾
ら
の
如
き
ハ
身
／
の
分
限
を
わ
す
れ
ぬ

様
ニ
儀
を
／
尽
し
て
其
の
在
る
家
を
／
ま
も
る
べ
く
と
覚
悟
を
仕
り

居
／
申
候
／
嗚
呼

（

マ

マ

）

不
妾
が
今
／
少
し
身
分
あ
る
者
ニ
候
へ
ば

／
御
賢
姥
御
前
ニ
侍
り
て
御
目
も
［

（
破
損
）
］
／
の
上
ニ
つ
も
る
御
礼

を
申
上
る
べ
け
／
れ
と
如
何
せ
ん
そ
れ
ハ
何
程
／
思
案
致
し
候
と
も

致
し
難
き
／
今
の
身
な
れ
ハ
涙
を
の
ミ
て
／
か
げ
な
が
ら
／
御
賢
婦

様
の
御
徳
を
御
慕
□

（
破
損
）／

申
上
居
り
候
猶
来
る
花
の
頃
よ
り
／
御
開
せ

つ
被
遊
る
べ
き
御
大
望
を
／
い
だ
か
さ
せ
ら
れ
つ
ゝ
お
は
し
ま
す
／

御
玉
體
何
卆
寒
気
の
お
障
□

（
破
損
）／
お
わ
し
ま
さ
ぬ
様
返
す
〳
〵
も
／
御

い
と
ひ
下
さ
れ
度
ね
ぎ
入
参
ら
せ
候
／
同
封
致
し
置
き
ま
す
物
は
／

高
貴
の
あ
な
た
様
方
ニ
か
け
ま
し
た
／
お
恥
し
き
と
申
上
る
も
お
は

ず
か
し
□

（
破
損
）／
物
に
ハ
あ
ま
り
の
事
に
失
礼
に
も
□

（
破
損
）／
る
か
と
種
々
ニ

心
を
痛
め
申
候
な
［

（
破
損
）

］
／
ひ
く
き
身
ニ
あ
る
不
妄
ニ
ハ
何
と
せ

ん
す
［

（
破
損
）
］
／
な
く
幸
ひ
ニ
お
正
月
に
外
よ
り
私
へ
［

（
破
損
）
］
／

ま
し
た
物
な
れ
バ
妾
が
心
を
／
御
愍
察
下
さ
れ
て
此
れ
丈
の
物
で
も

／
下
田
嘉
悦
先
生
方
へ
の
一
ぺ
ん
の
／
御
往
復
に
な
り
と
御
つ
か
い

下
さ
／
れ
候
様
な
れ
バ
妾
の
嬉
び
此
［

（
破
損
）
］
／
過
ぎ
ず
難
有
き
仕

合
せ
と
存
じ
／
申
候

　
　
　
　

�

先
は
右
失
礼
の
／
か
ず
〳
〵
／
幾
重
に
も
御
［

（
破
損
）
］
／

を
乞
ふ

　
　
　
　
　
　
　

村
内

　
　
　
　
　
　
　
　

賤
が
女
よ
り

　

一
月
二
十
三
日　
　
　
　
　
　

塚
本
御
老
姥
／
さ
と
子
先
生
様

［
下
田
歌
子
書
簡
］

御
示
し
の
村
内
の
賤
が
女
よ
り
／
寄
附
の
件
に
ハ
実
に
〳
〵
／
感
じ

入
候
佛
は
富
者
の
／
万
燈
よ
り
も
貧
者
の
一
燈
／
と
嘉
納
せ
ら
れ
候

こ
の
無
名
／
の
女
子
を
し
て
感
動
せ
し
め
／
ら
れ
候
老
刀
自
の
御
満

足
／
さ
こ
そ
と
わ
れ
も
打
ち
笑
ま
れ
候

　
　
　
　
　
　
　

早
々
か
し
こ

四
月
廿
日

　
　
　
　
　
　
　
　

し
も
だ
う
た
子

塚
本
/
さ
と
子
様
へ
と

［
別
紙
］

あ
ま
り
の
事
ニ
き
ち
か
い
か
と
の
御
う
た
が
い
も
／
あ
る
か
知
れ
ま

せ
ん
が
き
ち
が
ひ
で
ハ
あ
り
ま
せ
／
ん

（
マ
マ
）
今
ハ
世
ニ
亡
き
父
な
れ

ど
失
敗
／
の
為
メ　

此
の
身
を
は
ぢ
て
涙
を
の
ミ
て
有
る
／
者
ニ
御

座
い
ま
す　

と
う
ぞ
お
わ
ら
い
下
さ
い
／
ま
す
な

［
一
匿
名
女
子
書
簡
封
筒
表
］

縣
下
神
嵜
郡
南
五
個
荘
村

大
字
川
並

　

塚
本
源
三
郎
様　

御
内

　
　

〃
御
令
母
堂
様
江

［
消
印
］

滋
賀
・
石
塚　

8.1.23　

后3-6

［
封
筒
裏
］

〆　

一
月
廿
三
日

　
　
　

お
な
じ
き
村
ニ
在
る

　
　
　
　
　
　

志
津
が　

女　

よ
り

［
下
田
歌
子
書
簡
封
筒
表
］

近
江
国
神
埼
郡
竜
田

淡
海
実
務
女
学
校

　
　

塚
本
さ
と
子
様
へ

　
　
　
　
　
　
　

御
返
事

［
消
印
］

青
山　

9.4.21　

前10-

□

滋
賀
・
石
山　

9.4.24　

□0-9

［
封
筒
裏
］

〆　
　
　
　
　

東
京
青
山
北
六

　
　
　
　
　
　
　
　

下
田
歌
子

　
　
　
　

四
月
廿
日

No. 

38

『
き
ぬ
が
さ
会か

い

誌し

』
第
一
号

淡た
ん

海か
い

女じ
ょ

子し

実じ
つ

務む

学が
っ

校こ
う

き
ぬ
が
さ
会か

い

編へ
ん

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）

一
冊

二
一
・
七
×
一
五
・
一
cm

出
納
番
号
：1167

　

き
ぬ
が
さ
会
と
は
、
淡
海
女
子
実
務
学
校
の
卒
業
生
が
組

織
し
た
同
窓
会
で
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
八
月
に
発
足

し
ま
し
た
。
会
の
名
称
は
、
学
校
近
く
に
あ
る
繖
山
に
ち
な

ん
だ
も
の
で
す
。
本
資
料
は
そ
の
機
関
紙
と
し
て
、
淡
海
女

子
実
務
学
校
で
最
初
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
た
大
正
十
一
年

（
一
九
二
二
）
に
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生
へ
向
け
て
の

記
事
の
ほ
か
、
卒
業
生
の
消
息
や
、
在
校
生
の
近
況
な
ど
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
口
絵
に
は
塚
本
さ
と
子
や
嘉

悦
孝
子
の
墨
蹟
の
ほ
か
、
下
田
歌
子
が
認
め
た
和
歌
「
衣
笠

の
や
ま
の
姫
松
…
」（
No.�

46
）
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。（
T
）

淡
海
女
子
実
務
学
校

　

淡
海
女
子
実
務
学
校
は
、
大
正
八
年

（
一
九
一
九
）
塚
本
さ
と
子
に
よ
っ
て
滋
賀
県
神

崎
郡
北
五
箇
荘
村
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
校
長
塚

本
さ
と
子
、
校
主
塚
本
源
三
郎
、
顧
問
は
杉
浦
重

剛
、
下
田
歌
子
、
嘉
悦
孝
子
で
す
。
大
正
十
四
年

に
塚
本
さ
と
子
が
高
齢
の
た
め
、
下
田
歌
子
が
校

長
と
な
り
、
校
名
を
淡
海
実
践
女
学
校
と
改
称
し

ま
す
が
、
翌
大
正
十
五
年
に
は
高
等
女
学
校
に
昇

格
し
て
、
淡
海
高
等
女
学
校
と
改
め
て
い
ま
す
。

下
田
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
七
月
ま
で
校
長

を
務
め
ま
し
た
。
戦
後
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
に

淡
海
高
等
家
政
学
校
と
な
り
、
昭
和
四
十
三
年
に

五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
昭
和
六
十
年
に
閉

校
し
ま
し
た
。

No. 

40
山や

ま

口ぐ
ち

典の
り

子こ

宛あ
て

書し
ょ

簡か
ん

塚つ
か

本も
と

友と
も

子こ

昭
和
時
代

一
通

便
箋
：
二
三
・
〇
×
一
七
・
七
cm

封
筒
：
二
〇
・
二
×
八
・
九
cm

出
納
番
号
：1620

【
翻
刻
】

　

※�

本
資
料
に
は
大
塚
友
子
に
よ
る
書
簡
と
、
き
ぬ
が
さ
会
の
会
員

に
つ
い
て
ま
と
め
た
手
描
き
の
メ
モ
が
付
属
す
る
が
、
こ
こ
で

は
書
簡
部
分
の
み
翻
刻
し
た
。

山
口
先
生　

御
前
に

お
便
り
あ
り
が
た
う
存
じ
ま
し
た
。
今
年
ハ
淡
海
で
／
も
学
園
祭
に

二
階
堂
先
生
が
／
下
田
歌
子
先
生
展
を
開
き
た
い
と
申
て
い
ら
れ
ま

す
。
／
私
も
生
き
て
ゐ
る
間
に
お
む
く
い
出
来
る
の
は
と
／
一
生
懸

命
お
手
傳
ひ
す
る
つ
も
り
で
す
。

前
後
し
ま
し
た
が　

と
り
い
そ
ぎ
お
答
を
／
同
封
い
た
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
十
月
八
日
に
は
／
ど
う
〳
〵
と
お
話
下
さ
い
ま
す
様
き
つ
と
／

下
田
先
生
が
背
後
で
守
つ
て
い
て
下
さ
い
ま
す
／
か
ら
眞
心
こ
め
て

お
話
下
さ
い
ま
せ
。
私
も
／
及
ば
ず
乍
ら
一
生
懸
命
お
祈
り
申
上
げ

て
／
居
り
ま
す
。

十
月
八
日
は
毎
年
私
も
感
謝
の
お
ま
つ
り
を
／
し
て
い
ま
す
。

あ
す
か
ら
学
校
の
行
事
で
永
源
寺
で
座
禪
／
が
あ
り
ま
す
の
で
（
留

守
の
事
な
ど
た
の
ま
／
れ
ま
し
た
か
ら
）
こ
れ
か
ら
一
寸
学
校
へ
行

き
ま
す
。

と
り
い
そ
ぎ
お
返
事
迄　
　

か
し
こ

　
　

一
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
子

［
封
筒
表
］

〒753

東
京
都
目
黒
区
五
本
木

二
の
54
の
13

山
口
典
子
先
生　

御
前
に

［
封
筒
裏
］

封○
き
ぬ
か
さ
会
の
歌
道
部
の
会
員
は
当
時

　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
名
位
ゐ
だ
つ
た
と
思
ひ
ま
す
。

一
同　

○
同
窓
会
も
き
ぬ
か
さ
会
と
申
し
ま
す
。

　
　
　

○
川
並
の
背
後
の
山
を
繖
山
と
云
ひ
ま
す
の
で
き
ぬ
が
さ
と

名
つ
け
ま
し
た
。

〒529-14

滋
賀
縣
神
崎
郡
五
ヶ
荘
町
川
並630

　

塚
本
友
子　

拝
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No. 

42

［
瀬せ

田た

川が
わ

の
船ふ

な

遊あ
そ
びに

］

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

塚つ
か

本も
と

さ
と
子こ

（
一
八
四
三
―
一
九
二
八
）

嘉か

悦え
つ

孝た
か

子こ

（
一
八
六
七
―
一
九
四
九
）

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）

紙
本
墨
画

一
幅

一
三
三
・
五
×
三
〇
・
九
cm

下
田
歌
子
短
冊

　
「�

塚
本
老
刀
自
か
あ
な
い
に
て
瀬
田
に
舟
遊
し
け
る
日
に　

近
江
の
や　

せ
た
の
長
橋
な
か
き
日
を　

あ
か
す
も
友

と
暮
ら
し
つ
る
哉　

歌
子
」

塚
本
さ
と
子
短
冊

　
「�

下
田
嘉
悦
ふ
た
り
の
君
と
瀬
田
川
に
遊
ひ
て　

年
ふ
と

も　

い
か
て
わ
す
れ
む　

瀬
田
か
は
に　

き
み
と
あ
そ

ひ
し　

け
ふ
の
嬉
し
さ　

さ
と
子　

七
十
九
」

嘉
悦
孝
子
画

　

款
記
「
孝
子
」

　

印
章
「
嘉
悦
」
白
文
竹
型
印

出
納
番
号
：3623

　

下
田
歌
子
、
塚
本
さ
と
子
、
嘉
悦
孝
子
の
三
人
で
瀬
田
川

に
舟
遊
び
を
し
た
折
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
歌
子
と
さ
と

No. 

43
題だ

い

　と
う

　じ
つ

　ず

桃
実
図

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

塚つ
か

本も
と

さ
と
子こ

（
一
八
四
三
―
一
九
二
八
）

嘉か

悦え
つ

孝た
か

子こ

（
一
八
六
七
―
一
九
四
九
）

大
正
時
代

紙
本
墨
画

一
幅

一
二
三
・
〇
×
二
六
・
四
cm

下
田
歌
子
和
歌

　
「�

神
崎
の　

さ
と
の
ひ
め
桃　

三
千
と
せ
の　

実
を
む
す

ふ
ま
て　

生
し
た
て
な
む　

歌
子
」

　

淡
海
女
子
実
務
学
校
の
生
徒
を
姫
桃
に
た
と
え
て
詠
ん
だ

下
田
歌
子
の
和
歌
に
、
歌
子
と
嘉
悦
孝
子
と
い
う
女
子
教
育

の
先
達
に
従
い
、
自
ら
も
そ
の
道
を
進
む
の
だ
と
い
う
決
意

の
滲
む
塚
本
さ
と
子
の
和
歌
、
さ
ら
に
孝
子
が
描
い
た
桃
の

実
が
配
さ
れ
た
一
幅
で
す
。
表
装
裏
に
は
「
下
田
嘉
悦
塚
本

三
先
生
合
作　

八
年
什
」
と
の
墨
書
が
あ
り
、
塚
本
さ
と
子

の
次
男
で
八や

年と
せ

と
号
し
た
塚
本
源
三
郎
が
所
持
し
て
い
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
源
三
郎
著
『
紅
屋

二
媼
』（
昭
和
十
年
）
に
は
、
本
作
と
お
な
じ
内
容
で
、
和

歌
の
配
置
が
異
な
る
作
品
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
お

な
じ
よ
う
な
作
品
が
複
数
制
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
ま

す
。（
T
）

No. 

45

［
塚
本
さ
と
子
刀
自
へ
の
挽
歌
］

下
田
歌
子

昭
和
時
代
初
期

紙
本
墨
書

一
幅

三
四
・
七
×
四
八
・
九
cm

和
歌
「�

塚
本
里
子
刀
自
か
霊
前
に
手
向
く
る
歌　

従
三
位

勲
三
等
下
田
歌
子　

教
草
う
ゑ
て
助
け
し
老
松
の　

功
は
千
代
の
の
ち
も
く
ち
め
や　

諸
共
に
ミ
ん
と

願
ひ
し
な
て
し
子
の　

盛
を
待
た
て
逝
に
し
君
は

も
」

出
納
番
号
：3632

　

塚
本
さ
と
子
は
昭
和
三

年
（
一
九
二
八
）
一
月
四

日
に
八
十
六
歳
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。
本
資
料
は
さ

と
子
の
霊
前
に
手
向
け
る

た
め
に
、
下
田
歌
子
が
詠

ん
だ
歌
を
認
め
た
も
の
で

す
。（
T
）

No. 

46
衣き

ぬ

笠が
さ

の
や
ま
の
姫ひ

め

松ま
つ

…

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

［
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）］

絹
本
墨
書

一
幅

二
九
・
二
×
三
三
・
五
cm

　

淡
海
女
子
実
務
学
校

の
そ
ば
に
あ
る
衣
笠
山

と
生
徒
を
姫
松
に
た
と

え
て
詠
ま
れ
た
和
歌
の

書
幅
で
す
。（
O
）

　

塚
本
さ
と
子
の
次
男
で
、
淡
海
女
子
実
務
学
校
の
校
主
を

務
め
た
源
三
郎
が
描
い
た
作
品
で
す
。
源
三
郎
は
八や

年と
せ

、
柿

No. 

47
早さ

乙お
と

女め

図ず

塚つ
か

本も
と

源げ
ん

三ざ
ぶ

郎ろ
う

（
一
八
六
六
―
一
九
三
九
）

大
正
時
代
～
昭
和
時
代

紙
本
墨
画
淡
彩

一
幅

一
〇
三
・
一
×
三
三
・
三
cm

出
納
番
号
：2982

No. 

48
法ほ

う

語ご

の
か
ら
歌う

た

に
和わ

し
て

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

塚つ
か

本も
と

源げ
ん

三ざ
ぶ

郎ろ
う

（
一
八
六
六
―
一
九
三
九
）

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）

紙
本
墨
書

一
幅

本
紙
：
六
二
・
〇
×
二
六
・
六
cm

歌
子
短
冊
：
三
五
・
八
×
六
・
〇
cm

　
「�

法
語
の
か
ら
歌
に
和
し
て　

鬼
か
あ
ら
す
佛
か
あ
ら
す

根
に
か
へ
る　

は
な
を
も
人
は
散
る
と
い
ふ
ら
ん　

歌

子
」

八
年
短
冊
：
二
五
・
八
×
九
・
一
cm

　
「�

凡
耶
將
慰
□　

非
佛
也
非
魔　

自
在
逍
遙
處　

軽
鞋
踏

落
花　

八
年
老
人
筆
」

　

印
章
「
□
」
白
文
方
印
、「
柿
仙
」
朱
文
長
方
印
、

　
　
　
「
□
象
□
」
朱
文
長
方
印
・
関
防
印

出
納
番
号
：3622

　

下
田
歌
子
の
和
歌
と
、
塚
本
源
三
郎
の
漢
詩
が
書
か
れ
た

短
冊
を
張
り
交
ぜ
た
一
幅
で
す
。
本
作
を
収
め
る
桐
箱
の
蓋

表
に
は
、
源
三
郎
に
よ
り
「
下
田
八
年
應
酬
詩
題
」
と
墨
書

さ
れ
て
お
り
、
歌
子
と
源
三
郎
が
送
り
合
っ
た
歌
を
合
装
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
T
）

子
が
和
歌
を
詠
じ
、
そ
れ
に
因
ん
だ
瀬
田
の
唐
橋
を
孝
子
が

描
い
た
合
作
の
書
幅
で
す
。（
O
）

塚
本
さ
と
子
和
歌

　
「�

名
に
た
か
き　

を
し
へ
の
お
や
を　

し
る
へ
に
て　

わ

れ
も
ま
な
ひ
の　

道
を
た
と
ら
む　

さ
と
子
」

嘉
悦
孝
子
画

　

款
記
「
孝
子
」

　

印
章
「
孤
芳
」

出
納
番
号
：3624

和
歌
「�

衣
笠
の
や
ま
の
姫
松
あ
ま
雲
に
　
そ
ひ
ゆ
る
ま
て

も
た
ち
栄
え
な
ん
」

出
納
番
号
：3620

屋
と
号
し
、
多
く
の
文
化
人
ら
と
交
流
し
ま
し
た
。
描
か
れ

て
い
る
の
は
田
植
え
に
勤
し
む
ふ
た
り
の
女
性
。
紙
垂
の
つ

い
た
縄
が
張
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
神
事
で
あ
る
田
植
祭

の
よ
う
す
を
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。（
T
）
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塚
本
さ
と
子
の
孫
に
あ
た
る
塚
本
友
子
旧
蔵
の
豆
画
帖
。

巻
頭
に
は
下
田
歌
子
に
よ
る
今
様
「
雲
の
薄
墨
す
ゑ
き
え

て　

つ
ゝ
か
ぬ
文
字
の
三
つ
二
つ　

見
え
ミ
見
え
す
ミ
雁
か

ね
の　

翅
に
か
く
す
月
の
眉　

香
雪
」
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
画
帖
に
は
他
に
、
淡
海
女
子
実
務
学
校
の
顧
問
を
務
め

た
杉
浦
重
剛
や
、
京
都
帝
国
大
学
総
長
を
務
め
た
荒
木
寅
三

郎（
一
八
六
六
―
一
九
四
二
）、幼
い
頃
に
塚
本
家
で
奉
公
し
、

の
ち
に
日
本
画
家
と
し
て
活
躍
し
た
邨
松
雲
外
、
漢
学
者
で

書
家
の
長
尾
雨
山
（
一
八
六
四
―
一
九
四
二
）、
日
本
画
家

の
小
堀
鞆
音
（
一
八
六
四
―
一
九
三
一
）、
園
城
寺
の
長
吏
・

山
科
晃
玉
（
？
―
一
九
四
四
）
な
ど
が
書
画
を
寄
せ
て
い
ま

す
。
な
お
、
本
画
帖
を
収
め
る
帙
に
は
、
内
側
に
「
塚
本
さ

と
子
造
」と
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
ま
す
が
、書「
崇
徳
興
仁
」

を
寄
せ
て
い
る
晃
玉
が
園
城
寺
の
長
吏
を
務
め
て
い
た
の

は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
か
ら
十
年
（
一
九
三
五
）
の

間
で
、「
白
象
図
」
を
描
い
た
鞆
音
が
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）

に
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
画
帖
が
制
作
さ
れ
た
の

No. 

49
清せ

い

風ふ
う

帖じ
ょ
う

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

邨む
ら

松ま
つ

雲う
ん

外が
い

（
一
八
七
〇
―
一
九
三
八
）

杉す
ぎ

浦う
ら

重じ
ゅ
う

剛ご
う

（
一
八
五
五
―
一
九
二
四
）
ほ
か

昭
和
時
代
初
期

紙
本
墨
書
・
墨
画
・
着
色

一
帖

九
・
〇
×
四
・
三
cm

出
納
番
号
：3625

邨松雲外《秋桜図》

下田歌子の和歌

　
《
清
風
帖
》（
No.�

49
）
と
同
じ
く
塚
本
友
子
旧
蔵
の
画
帖
。

No. 

50
無む

窮き
ゅ
う

帖じ
ょ
う

下し
も

田だ

歌う
た

子こ

山や
ま

元も
と

春し
ゅ
ん

挙き
ょ

（
一
八
七
二
―
一
九
三
三
）

邨む
ら

松ま
つ

雲う
ん

外が
い

（
一
八
七
〇
―
一
九
三
八
）
ほ
か

大
正
時
代

紙
本
墨
書
・
墨
画
・
着
色

一
冊

二
八
・
七
×
二
五
・
一
cm

出
納
番
号
：3619

　

近
江
の
豪
商
で
あ
っ
た
塚
本
家
は
、
一
族
を
あ
げ
て
、
文
芸
・
教
育
に
支
援
を
惜
し
ま
な
い
気
風
を
持
っ
て
い
た

と
い
い
ま
す
。《
清
風
帖
》（
No. 

49
）
や
《
無
窮
帖
》（
No. 

50
）
に
複
数
の
絵
を
描
い
て
い
る
邨
松
雲
外
も
、
そ
ん
な

塚
本
家
と
ゆ
か
り
の
深
い
人
物
で
す
。
雲
外
は
十
三
歳
か
ら
の
七
年
間
、塚
本
家
で
丁
稚
奉
公
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

主
人
に
絵
の
才
能
を
認
め
ら
れ
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
は
京
都
画
壇
の
重
鎮
・
森
寛
斎
（
一
八
一
四
―

九
四
）
に
師
事
し
、
以
後
日
本
美
術
院
展
な
ど
で
活
躍
し
ま
し
た
。
雲
外
と
塚
本
家
と
の
交
流
は
そ
の
後
も
長
く
続

き
、
雲
外
は
頻
繁
に
塚
本
家
を
訪
れ
て
は
、
家
族
行
事
に
参
加
し
た
り
、
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
に
連
れ
立
っ
て
行
っ
た
り

し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
雲
外
は
淡
海
高
等
女
学
校
の
校
旗
の
デ
ザ
イ
ン
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　
《
無
窮
帖
》
に
「
宝
珠
図
」
を
描
い
て
い
る
山
元
春
挙
も
、
塚
本
家
と
関
係
の
あ
る
日
本
画
家
で
、
塚
本
さ
と
子

の
息
子
・
源
三
郎
と
の
交
流
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
幼
い
こ
ろ
に
一
時
近
江
商
人
の
家
に
養
子
に
入
り
、
野
村
文
挙

（
一
八
五
四
―
一
九
一
一
）、
森
寛
斎
に
つ
い
て
絵
を
学
ん
だ
春
挙
は
、
寛
斎
門
に
お
け
る
雲
外
の
兄
弟
子
に
当
た
り

ま
す
。

【
参
考
文
献
】

『
淡
海
50
年
史
』（
淡
海
高
等
家
政
学
校
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
）

『
愛�

荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館　

第
17
回
企
画
展　

自
然
を
愛
し
た
画
人　

邨
松
雲
外　

展
示
解
説
・
列
品
一
覧
』（
愛
荘

町
立
歴
史
文
化
博
物
館
、
平
成
二
十
七
年
十
月
）

は
、
さ
と
子
の
没
後
、
昭
和
四
年
か
ら
六
年
の
間
と
推
測
さ

れ
ま
す
。（
T
）

　

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
五
月
五
日
、
淡
海
女
子
実
務

学
校
へ
久
邇
宮
邦
彦
王
と
王
妃
俔
子
、
信
子
女
王
、
多
嘉
王

が
お
成
り
に
な
り
ま
し
た
。
同
校
が
建
っ
て
い
た
神
崎
郡
北

五
個
荘
村
竜
田
（
現
、東
近
江
市
五
個
荘
竜
田
町
）
の
地
は
、

邦
彦
王
と
多
嘉
王
の
父
・
朝
彦
親
王
の
旧
領
地
で
、
近
隣
の

神
社
を
巡
ら
れ
る
途
次
に
、同
校
へ
も
足
を
運
ば
れ
ま
し
た
。

本
資
料
は
そ
れ
を
記
念
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。（
T
）

【
参
考
文
献
】

『
淡
海
50
年
史
』（
淡
海
高
等
家
政
学
校
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
）

『
皇�

族
軍
人
伝
記
集
成
』
第
五
巻　

久
邇
宮
邦
彦
王
（
ゆ
ま
に
書
房
、

平
成
二
十
二
年
十
二
月
）

No. 

51
行ぎ

ょ
う

啓け
い

記き

念ね
ん

品ひ
ん

（
ピ
ン
）

淡た
ん

海か
い

女じ
ょ

子し

実じ
つ

務む

学が
っ

校こ
う

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）

一
本

全
長
六
・
二
×
最
大
幅
一
・
一
cm

出
納
番
号
：3667

塚
本
さ
と
子
が
深
く
帰
依
し
た
と
い
う
京
都
・
知
恩
院
門

主
・
山
下
現
有
（
一
八
三
二
―
一
九
三
四
）
を
は
じ
め
、
日

本
画
家
の
山
元
春
挙
、
京
都
・
仏
光
寺
の
管
長
・
渋
谷
隆
教

（
一
八
八
五
―
一
九
六
二
）、
日
本
画
家
・
邨
松
雲
外
、
下
田

歌
子
、
そ
し
て
華
族
女
学
校
で
歌
子
と
と
も
に
教
鞭
を
執
っ

た
阪
正
臣
（
一
八
五
五
―
一
九
三
一
）
が
扇
面
形
に
書
画
を

寄
せ
て
い
ま
す
。
各
扇
面
に
は
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）

に
行
わ
れ
た
大
正
天
皇
の
御
大
典
に
あ
わ
せ
て
発
行
さ
れ

た
、
記
念
切
手
と
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ス
タ

ン
プ
の
地
名
と
日
付
が
「4.11.10　

京
都
」「4.11.14　

東

京
中
央
」「4.11.20　

山
田
」「4.11.21　

三
重　

五
十
鈴
川
」

「4.11.24　

畝
傍
御
陵
」「4.11.25　

伏
見
」「4.11.27　

名
古

屋　

離
宮
内
」
と
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
ま
た
書
画
に
記
さ
れ

た
年
記
も
、
大
正
四
年
の
も
の
と
大
正
七
年
の
も
の
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
記
念
切
手
と
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
台
紙
に
、
後

か
ら
書
画
を
認
め
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
T
）

下田歌子の和歌

山元春挙《宝珠図》

邨松雲外《青稲図》

邨松雲外《墨菊図》




